
 

 

 

県 民 ア ン ケ ー ト 調 査 報 告 書 

（長寿を楽しむ社会に向けた県民意識調査） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成２５年３月 

熊 本 県 

 

 

 





 

 

 

 

 

 

 

＜ 単純集計 ＞ 

 



目    次 

Ⅰ 調査の概要  ··································································································································· 1 

１ 調査目的  ························································································································································ 1 

２ 調査項目  ························································································································································ 1 

３ 調査設計  ························································································································································ 1 

４ 調査対象者の抽出  ···································································································································· 1 

５ 報告書利用に当たっての留意事項  ···································································································· 1 

 

 

Ⅱ 調査結果  ········································································································································ 4 

１ 調査回答者の属性  ···································································································································· 4 

２ 調査結果（グラフ）  ······································································································································· 8 

（１）健康について  ·············································································································································· 8 

（２）生活について  ············································································································································ 10 

（３）老年期における様々な問題について  ····························································································· 13 

３ 集計表  ··························································································································································· 18 

４ 調査票  ··························································································································································· 29 



Ⅰ 調査の概要 

１ 調査目的 

この調査（長寿を楽しむ社会に向けた県民意識調査）は、終末期における

医療や介護のあり方、高齢者の孤立死や墓地の承継者不在による無縁墓地化

などの問題に対する県民の意識を調査し、「幸せ実感くまもと４カ年戦略」に

掲げている、高齢者がいつまでも安心して暮らせる社会の実現を目指し、今

後の本県の政策立案等に必要な基礎資料を得ることを目的としています。 

 

２ 調査項目 

（１）健康について 〔問 1-1、1-2、2-1、2-2〕 

（２）生活について             〔問 3-1、3-2、4、5-1、5-2〕 

（３）老年期における様々な問題について  〔問 6、7、8、9-1～4、10〕 

 

３ 調査設計 

（１）調 査 時 期 平成 25 年 1 月 17 日（木）～31 日（木）（15 日間） 

（２）調査対象者等 県内在住の満 40 歳以上の男女 1,500 名（無作為抽出、

郵送法） 

（３）回 収 結 果 有効回答者数 935（回収率：62.3％） 

 

４ 調査対象者の抽出 

県内全市町村の満 40 歳以上男女の人口構成比により標本数 1,500 を按分し

て、市町村ごとの標本数を決定し、各市町村の住民基本台帳に基づき調査対象

者を無作為抽出しました。 

※人口は、熊本県推計人口調査結果（年報）（平成 23 年 10 月 1 日現在。県統

計調査課）を使用。 

 

５ 報告書利用に当たっての留意事項 

（１）各設問中の「ｎ」の数値は、各調査年度における、無回答を除いた回答 

者総数を示しています。 

（２）集計表中の区分は次のとおりです。 

「除無」：無回答を除いた割合 
「ＳＡ」（Single Answer）：単一回答 
「ＭＡ」（Multiple Answer）：複数回答 
「ＭＴ」（Multiple Total）：複数回答における割合の合計 

（３）小数点以下第二位の四捨五入により各項目の合計が 100.0％とならない場

合があるため、最多の項目において端数処理しています。 

（４）今回調査の回答者の男女別、年代別、居住地域別の内訳は、次の表のと

おりですが、実際の人口構成と差異があります。質問内容によっては、男

女や年代の違いによる影響を受けることも考えられます。 
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〔回答者の男女別、年代別、居住地域別の内訳〕 

 

男女別 

 実際の県人口 調査回答者 差異 

人数 構成比(A) 人数 構成比（B） （B）-（A） 

男性 676,248 46.0% 378 41.0% -5.0% 

女性 794,790 54.0% 544 59.0% 5.0% 

合計 1,471,038 100.0% 922 100.0%  

 

年代別 

 実際の県人口 調査回答者 差異 

人数 構成比(C) 人数 構成比（D） （D）-（C） 

40～49 歳 213,340 19.8% 178 19.3% -0.5% 

50～59 歳 247,929 23.0% 214 23.2% 0.2% 

60～69 歳 252,270 23.4% 241 26.1% 2.7% 

70 歳以上 364,090 33.8% 291 31.4% -2.4% 

合計 1,077,629 100.0% 924 100.0%  

 

居住地域別 

 実際の県人口 調査回答者 差異 

人数 構成比(E) 人数 構成比（F） （F）-（E） 

熊本市 589,873 40.1% 347 39.3% -0.8% 

宇城 90,067 6.1% 60 6.8% 0.7% 

玉名 137,812 9.4% 82 9.3% -0.1% 

鹿本 45,289 3.1% 27 3.1% 0% 

菊池 138,303 9.4% 78 8.9% -0.5% 

阿蘇 56,370 3.8% 44 5.0% 1.2% 

上益城 71,751 4.9% 46 5.2% 0.3% 

八代 118,362 8.0% 63 7.2% -0.8% 

芦北 42,421 2.9% 29 3.3% 0.4% 

球磨 76,474 5.2% 48 5.4% 0.2% 

天草 104,316 7.1% 57 6.5% -0.6% 

合計 1,471,038 100.0% 100.0%  

※実際の県人口は、熊本県推計人口調査結果報告（年報）（平成 23 年 10 月 1 日現在。

県統計調査課）を使用。 
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〔居住地域の区分〕 

 

熊本市  

宇城 宇土市、宇城市、美里町 

玉名 荒尾市、玉名市、玉東町、和水町、南関町、長洲町 

鹿本 山鹿市 

菊池 菊池市、合志市、大津町、菊陽町 

阿蘇 阿蘇市、南小国町、小国町、産山村、高森町、南阿蘇村、
西原村 

上益城 御船町、嘉島町、益城町、甲佐町、山都町 

八代 八代市、氷川町 

芦北 水俣市、芦北町、津奈木町 

球磨 人吉市、錦町、あさぎり町、多良木町、湯前町、水上村、
相良村、五木村、山江村、球磨村 

天草 天草市、上天草市、苓北町 
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Ⅱ.調査結果

１．調査回答者の属性

①　性別

（SA）

②　年代

（SA）

全体（ｎ=922）

全体（ｎ=924）

男性 41.0

女性 59.0

40～49歳 19.3

50～59歳 23.2

60～69歳 26.1

70歳以上 31.4
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③　配偶者

（SA）

④　お子様

（SA）

全体（ｎ=914）

全体（ｎ=917）

いる 75.5

いない 24.5

1人 10.3

2人 42.9
3人 27.3

4人 3.8

5人以上 1.5
いない 14.2
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⑤　家族構成

（SA）

⑥　熊本県での通算居住年数

（SA）

全体（ｎ=905）

全体（ｎ=927）

ひとり

暮らし

10.4

夫婦のみ 27.1

二世代世帯 40.0

三世代世帯 13.3

その他

9.2

1年未満 0.2

1年～3年未満 0.8

3年～5年未満 0.8 5年～10年未満

1.0

10年～15年未満

2.3

15年～20年未満

2.5

20年～30年未満

5.5

30年以上 86.9
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⑦　居住地(地域別)

（SA）
全体（ｎ=881）

熊本市 39.3

宇城

6.8
玉名 9.3

鹿本 3.1

菊池 8.9

阿蘇 5.0

上益城 5.2

八代 7.2

芦北 3.3

球磨 5.4

天草

6.5
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２．調査結果（グラフ）

（１）　健康について

問１－１

（SA）
ｎ=908

※上記（問1-1）で「１」「２」に回答された方のみお答えください。

問１－２

(MA：あてはまるもの全て)
ｎ=672 M.T=216.2%

今後（将来）あなたが「長寿を楽しむ」ために、ご自身の「健康のこと」について、どのように感じていま
すか。次の選択肢の中から最もあてはまるものをお選びください。（１つだけに○）

具体的にどのような不安を感じていますか。（あてはまるもの全てに○）

不安である 27.1

少し不安である 47.5

どちらでもない 8.4

あまり不安ではない

12.3

不安ではない 4.7

2.7

44.3

22.8

43.3

4.6

23.2

48.2

27.1

0 10 20 30 40 50 60

その他

医療費のこと

在宅での療養に関すること

医療機関や介護施設に関すること

インフルエンザなどの感染症のこと

現在治療中の病気のこと

病気や介護の予防に関すること

食事や運動などの生活習慣に関すること
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（１）　健康について

問２－１

（SA）
ｎ=898

※上記（問2-1）で「１」に回答された方のみお答えください。

問２－２

(MA：あてはまるもの全て)
ｎ=670 M.T=223.1%

県では、子どもから高齢者まで各ライフステージに応じた歯の健康づくりに力を入れています。歯周病
やむし歯などの歯の病気が、からだ全体の健康に悪影響を及ぼすことを知っていますか。
（１つだけに○）

具体的に、どのような病気・症状として表れるか知っていますか。（あてはまるもの全てに○）

3.0

39.0

7.6

17.0

23.3

17.3

27.9

9.0

24.3

22.5

32.2

0.0 5.0 10.0 15.0 20.0 25.0 30.0 35.0 40.0 45.0

その他

具体的には知らない

低体重児・早産

骨粗しょう症

肥満

認知症

心臓疾患

がん

誤嚥（ごえん）性肺炎

動脈硬化

糖尿病

知っている 76.1

知らない 23.9
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（２）　生活について

問３－１

（SA）
ｎ=905

※上記（問3-1）で「１」「２」に回答された方のみお答えください。

問３－２

(MA：あてはまるもの全て)
ｎ=663 M.T=225.2%

今後（将来）あなたが「長寿を楽しむ」ために、ご自身の「生活のこと」について、どのように感じています
か。次の選択肢の中から最もあてはまるものをお選びください。（１つだけに○）

具体的にどのような不安を感じていますか。（あてはまるもの全てに○）

不安である 29.0

少し不安である 44.7

どちらでもない 9.8

あまり不安ではない

12.5

不安ではない 4.0

2.0

14.2

4.7

20.4

63.2

8.0

34.2

38.2

40.3

0.0 10.0 20.0 30.0 40.0 50.0 60.0 70.0

その他

防災や防犯に関すること

詐欺や悪質商法に関すること

お金や家などの財産の管理のこと

生活費のこと

友人や近所付き合いのこと

家族のこと（核家族化や関係の希薄化など）

仕事の継続や趣味、生きがいに関すること

食事や入浴、買い物など日常生活に関すること
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（２）　生活について

問４

（SA）
ｎ=910

あなたはどのくらいの頻度で外出しますか。（１つだけに○）

毎日 59.7
２～３日に１

回 24.0

１週間に１回程度

11.6

ほとんど外出しない

4.7
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（２）　生活について

問５－１

（SA）
ｎ=885

※上記（問5-1）で「１」に回答された方のみお答えください。

問５－２

(MA：あてはまるもの全て)
ｎ=195 M.T=178.6%

あなたは、外出時に不便を感じたことがありますか。または、何らかの理由（原因）により外出を控える
ことがありますか。（１つだけに○）

その原因の解消につながると考えられるものを、次の選択肢からお選びください。
（あてはまるもの全てに○）

ある 22.4

ない 77.6

11.8

9.2

54.9

42.6

22.1

23.6

14.4

0.0 10.0 20.0 30.0 40.0 50.0 60.0

その他

自宅における設備等の改善

公共交通機関における設備や対応の改善

道路や歩道等の移動環境の改善

施設や店舗における設備や対応の改善

利用可能な施設等（出かけたい場所）の情報

周囲の方々の理解や配慮の促進
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（３）　老年期における様々な問題について

問６

（SA）
ｎ=914

問７

（SA）
ｎ=919

昨今、「終活※１」という言葉が様々な場面で取り上げられています。あなたは、「終活」について関心が
ありますか。（１つだけに○）

あなたは、ご自身の「終末期における医療や介護」の問題について、どのように感じていますか。次の
選択肢の中から最もあてはまるものをお選びください。（１つだけに○）

関心があり、

既に準備している

5.0

関心があり、これから

準備しようと考えてい

る 13.6

関心はあるが、

準備はしていない

51.6

あまり関心

がない 21.9

聞いたことがない

（知らない） 7.9

不安である 31.1

少し不安である 39.9

どちらでもない 6.5

あまり不安ではない

8.9

不安ではない 5.0

わからない（考えたこ

とがない） 8.6

※1 「終活」

人生の最期をより良いものとするため事前準

備を行うこと。（例えば、葬儀や墓のことを事

前に決めておいたり、財産配分などについて自

分の思いをノートに書いておくといったものな

どがある。）
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（３）　老年期における様々な問題について

問８

（SA）
ｎ=915

あなたは、「孤立死」の問題について、どのように感じていますか。
次の選択肢の中から最もあてはまるものをお選びください。（１つだけに○）

不安である

18.4

少し不安である

28.5

どちらでもない 8.5

あまり不安ではない

18.8

不安ではない 10.9

わからない

（考えたことがない）

14.9
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（３）　老年期における様々な問題について

問９－１

（SA）
ｎ=911

※（問9-1）で「１」「２」に回答された方のみお答えください。

問９－２

(MA：あてはまるもの全て)
ｎ=223 M.T=150.3%

あなたは、ご自身の「お墓のこと」について、どのように感じていますか。
次の選択肢の中から最も当てはまるものをお選びください。（１つだけに○）

具体的にどのような不安を感じていますか。（あてはまるもの全てに○）

不安である 8.3

少し不安で

ある 16.6

どちらでもない 7.9

あまり不安ではない

15.9

不安ではない 41.8

わからない

（考えたことがない）

9.5

6.3

35.0

26.0

42.2

40.8

0.0 5.0 10.0 15.0 20.0 25.0 30.0 35.0 40.0 45.0

その他

自分の墓が決まっていないこと

場所のこと

人のこと

費用のこと
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（３）　老年期における様々な問題について

※（問9-1）で「１」「２」に回答された方のみお答えください。

問９－３

（SA）
ｎ=212
ｎ=212

※（問9-3）で「１」に回答された方のみお答えください。

問９－４

(MA：あてはまるもの全て)
ｎ=128 M.T=111.0%

そのような不安や心配などを相談できる人はいますか。また、相談する場所はありますか。（１つだけに
○）

それはどのような人（場所）ですか。（あてはまるもの全てに○）

いる（ある） 60.3

いない（ない） 25.5

わからない 14.2

5.5

3.1

1.6

4.7

96.1

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0 100.0

その他

専門業者等

自治体や公的機関

地域の人

家族・親せき
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（３）　老年期における様々な問題について

問１０

（SA）
ｎ=906

昨今、自然葬※１や記念碑型の合葬墓※２、また、生きた証としてプレート型の碑に名前を刻むといった新
たな形が現れています。あなたは、そのようなことに関心がありますか。（１つだけに○）

関心が

ある

12.5

少し関心がある 14.0

どちらでもない 13.5あまり関心がない

29.0

関心がない 31.0

※1 「自然葬」

石碑を建てた墓ではなく、自然の大きな循環

の中に回帰していこうとする葬送の方法の総

称。海や山などにパウダー状にしたご遺灰を還

す散骨、墓地として認許された墓域に還す葬法

の樹木葬など。

※2 「合葬墓」

一つのお墓に多くの遺骨を一緒に埋蔵する形

態の墓地。最近では、横浜市営墓地や東京都立

の霊園などに見られる墓地の形態のこと。

－17－
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